
校訓

島根県立平田高等学校

教職員 生　徒 保護者

自他の人権を尊重する精神の育成
互いの人権を尊重し、望ましい人間関係の育成を図るために学校行事等に
おける集団活動の支援ができていますか。

学園祭、球技大会、日頃のＨＲ活動などを通して集団活動を通した望ましい人
間関係の構築を図らせる。

生徒
指導

3.1 3.1

人権・同和教育において重点目標の実現に努めていますか。
各クラス、学期に最低１回、人権や自他を尊重することの大切さを考えさせる
ＬＨＲの時間を設ける。

図書
研修

3.1 3.1

支援を必要とする生徒（発達障害・不登校生徒）を早期に確認し、担任・保護
者・関係者との連携を密にし他機関との連携を含めた早期対応が図られて
いますか。

必要に応じて迅速なケース会議を開き、個々の事情に適した対応を検討す
る。場合によっては外部専門機関との連携を図る。

保健 3.3

健康観察、欠席状況把握等を行い、生徒個々の心身両面の健康実態の適
正な把握に努めていますか。

担任、学年主任、保健部が緊密な連携をとり、対応が必要な生徒の情報を共
有し適切な方策を検討する。

保健 3.4

自己指導能力の育成
挨拶や服装・頭髪の指導を通して生徒の礼節ある態度が育てられています
か。

服装・頭髪指導週間を設け全教員で指導した。事後指導を行い指導を徹底す
る。指導基準を明文化する。

生徒
指導

3.1 3.1 3.1

挨拶・時間の厳守・身だしなみ・校内美化の指導などを通して礼節ある立ち
居振る舞いのできる生徒の育成に努めていますか。

チャイムと同時に授業を開始することを生徒にも習慣づけ、清掃活動時は全
教員が各所の指導に当たる。

学年部 3.1 3.0

地域活動や・ボランティア活動への自発的参加の促しは活発に行われてい
ますか。

地元や施設で開催される様々な行事に部活動単位や有志を募って参加させ
る。教育の日にちなんだ一斉奉仕活動も実施する。

生徒
指導

3.2

集会指導や情報モラル講座・薬物乱用防止教室を開催することで、社会的
なマナーを身につけさせることができていますか。

全校集会や学年集会の機会を利用して継続的な啓発を続ける。外部の専門
家を招いた講演会もいろいろなテーマを取り上げて実施する。

生徒
指導

3.0

「生きる力」となる学力の育成
授業評価を通して、生徒の学習意欲や希望・問題点を把握し、授業の充実
改善が行われていますか。

授業評価を毎定期試験ごとに実施し教員自身が効果的な授業の在り方を検
証する

教務 3.0 2.8 3.0
各教科の公開授業や学期ごとの生徒の授業評価、さらにICT機器
の整備が行われ、それの活用の工夫など様々な面で研鑽を深める
取り組みがあった。

学ぶ目的や意義を理解させて、計画的・主体的に学習できる力を付けさせ、
学年部目標の学習時間の確保に努めていますか。

学年部 3.1 3.3

「大夢」の導入で生徒の学習習慣や基本的生活習慣の確立が図られるなど
の効果がありましたか。

教務 2.8 2.8

昨年度から取り入れたClassiの利用（アンケート・生活時間調査・生徒・保護
者への情報伝達）は有用だと思いますか。

活用の度合いを高め、学校からの様々な情報が確実に届くよう工夫する。担
任業務の軽減を図り生徒と触れ合う時間を創出する。

教務 3.5 2.8 3.2

生徒の読書意欲を高揚させる取り組みを行うことができていますか。
読書の意義と楽しさ、充実し幅広い世界観の構築の大切さを様々な機会を通
して啓発する。

図書
研修

3.2 2.8

進路指導の充実
進路目標を確立・実現できるように，各学年でキャリア教育プログラムが適
切に実施されていますか。

３年間を見通したキャリア教育プログラムを作り、自己の望ましい将来見通し
を考える機会を持たせる。

進路
指導

3.1 2.9
プレゼンテーションの時間を各学年で設けて発表の機会を持たせ
た。進路意識・職業意識を深めることができたと判断している。

各学年で、学力分析や進路検討会の改善充実を通して教員間の共通理解
が図られていますか。

進路検討会の開催時期・時間を工夫して教員が多数参加できるよう配慮す
る。模試ごとに分析を各教科に実施してもらいより良い授業の実現につなげ
る。

進路
指導

3.3
　模試の分析を各教科に行ってもらい、進路検討会や学力分析会
により細かい検討を加えることができた。生徒の学力向上にどうつ
なげるかは今後とも検討を続けたい。

地域企業訪問・上級学校訪問・インターンシップ・職業人講演会・卒業生講
話などは生徒に自分の将来を考えさせる上で効果的に行われていますか。

地域企業訪問・上級学校訪問・インターンシップ・職業人講演会・卒業生講話
を１・２年次に実施する。

進路
指導

3.3

面談、進路説明会、進路講演会などを通して生徒・保護者に的確な進路情
報が提供されていますか。

生徒向け、保護者向け、教職員向けの講演会の機会を設けて、毎年変わる入
試システムや上級学校の仕組みについて的確な情報を得る。

進路
指導

3.2 3.1 3.0

地域から信頼される魅力と活力の
ある学校づくりの推進

保護者や地域の学校理解を深めるために、ＰＴＡ通信や学校通信等を発行
し積極的な広報活動が行われましたか。

総務部・進路指導部・保健部・図書研修部・学年部などが計画性をもって様々
な観点からの広報活動を行う。

総務 3.3 2.9

支援を必要とする生徒を早期に把握し、担任・保護者・関係者との連携を密
にし他機関との連携を含めた早期対応が図られていますか。

支援会議、ケース会議を必要に応じて開き生徒へのより良い対応を検討す
る。

保健 3.3

地域企業ガイダンス・インターンシップ・職業人講演会・名古屋研修などは生
徒に自分の将来を考えさせる上で効果的に行われていますか。

それぞれの研修の機会を利用して、自己の将来のあるべき姿を考えさせる。
地域についての知見を深めさせ今の問題点と解決策を考えさせる。

進路
指導

3.3

公開授業週間の実施や各教科の授業研究は、教員相互の授業力の向上に
つながっていますか。

年2回、公開授業週間を設けて互いの授業を見学し授業力の向上を図る。ま
た、各教科別の研究授業も積極的に開催する。

教務 2.9 3.0

ホームページの有効活用を進め本校の情報発信に寄与できていますか。
外部に対して様々な機会を利用して本校の特色をアピールしていく。入学後の勉
学へのサポートのきめ細やかさや部活動の特徴的な点も伝える。

図書
研修

2.9 2.8

平成30年度
　学校評価報告書

教育
目標

　１．自らの責任において自己の目標をたて、その目標に向かって自己を厳しく律することができる力を育てる。

　2．集団の中における自己の立場を自覚し、協調・協力することのできる態度を育てる。

　3．健康に留意し心身の鍛練に努めると共に、自己実現の意欲を喚起し、よりよい社会の実現を目指して創意工夫する態度を育てる。

5
(1) 一人一人の生徒を大切にする
支援体制の充実
(2) 生徒の主体性を育む教育活動の
推進
(3) 生徒の学びの質を高めるための
授業改善の推進
(4) 積極的な広報活動

学　校　関　係　者　評　価

自律・協同・創造

重 点 目 標 学 校 評 価 実 施 項 目 目 標 達 成 の た め の 方 策 分掌
自　己　評　価

自己評価　　概 評 と 改 善 策

1

2

3

4 (1) 研修旅行を活用したキャリア教育の
充実
(2) 進路指導方法の研究と学力分析の
活用
(3) 各学年での進路目標の確立
と的確な進路情報の提供

学校運
営方針

・地域と連携したあずきのスイーツ開発・販売があったとのこと
だが、今後もこのような画期的な企画は続けていって欲しい。
・体育館での調べ学習発表会については平田ケーブルテレビ
で放映を考えている。名古屋研修なども追いかけて取材するこ
とも考えている。今年度もいろいろな場面で取材をさせてもらっ
たが来年もお邪魔したい。高校側ももう少しアピールすること
に力を入れたらいい。
・高校生が元気であるのが一番いい。とかく全体的におとなしく
見えるが、商工会議所70周年行事で元気な姿をみせてくれて
頼もしかった。大きく育ってほしい。
・ＨＰは学校のアピールに大切なところ。もっともっと活用を図っ
てほしい。この点では私立高校の方が上手で工夫をいろいろ
とされている。

　手帳の使い方については活用を進めるための更なる工夫が必要
であった。今年の評議員会でも指摘されたとおり、手帳の活用は大
切なことと判断しており手間と時間がかかっても有効に活用する方
策を探っていくことを継続したい。

読書への取り組み、図書館利用の奨励においては教員自己評価で
は，3.2という良い評価であるにも関わらず、生徒学校評価では低
く、意識のかい離が見て取れる。読書活動の大切さは伝え続けると
ともに、読書低迷の最大要因と思われるスマホ利用時間増大の問
題にも課題として取り組む必要を感じる。

　昨年度から始めた研修は場所を名古屋に絞って実施した。生徒
は上級学校や先端企業で最新の情報に触れることができて進路意
識や自分の将来のことを深く考えさせる機会を持つことができたと
捉えている。来年度も早い時期から調べ学習やプレゼンの機会を
設けて研修をより実りあるものに繋げたい。

A

A

B

A

A

・新しい取り組みがいろいろとなされているようで頼もしい。10
年以上前に映画監督の錦織良成氏を呼んだりしたことがあっ
たが、生徒にいろいろと刺激を与えてほしい。
・最近の生徒の読書離れは深刻と聞く。色々な工夫をされてい
る様子がうかがえた。粘り強く大切さを教えてやっていただき
たい。家庭学習の時間よりもスマホをいじる時間が長い生徒が
多くいると聞く、難しい問題かもしれないがこれもしっかりと指
導してやっていただきたい。
・昨年もお願いしたが研修旅行を行うにあたって事前の学習と
あとの振り返りが大切であると思う。去年も今年もその点は
しっかりと押さえてあるようで結構なことと思う。来年もそのよう
にして頂いて実のあるものにしていただきたい。

　HPについては仮想デスクトップ標準パソコンの導入で各教員から
アップロードするのに面倒な手順を踏まねばならず更新が滞ったこ
ともあった。

◎地域から信頼される、魅力と活力のある学校づくりの推進

１　一人一人の生徒を大切にする支援体制の充実

２　生徒の主体性を育む教育活動の推進

３　生徒の学びの質を高めるための授業改善の推進

４　積極的な広報活動

・「人間関係づくり」とかのＬＨＲはおもしろい取り組みと思った。
違う中学から来た生徒同士でもすぐに打ち解け合えるのでは。
・ＱＵアンケートやアセスが行われているという報告があった。
しっかりと活用して生徒理解に役立てていただきたい。
・日日新聞で不登校の特集をやっていた。高校へ上がって教
室へ入れたという子もいる。とにかく高校へ入学させて可能性
を与えないといけないと思う。一般論だが引きこもりを作らない
指導に尽力願いたい。
・いろいろな面で支援が必要な生徒がいることがよく分かった。
前線の先生方は大変かもしれないがしっかりと対応して頂いて
いると感じた。
・

・避難訓練の際のロープを使った高さの実体験は非常に面白
い。全国的に広めると良い。
・マナーについて、とくに運動部の生徒がいつも大きな声であ
いさつをしてくれている。自転車の並走や右側通行については
我々の店のある大通りではマナーは良く問題はない。一方、狭
い道の通行には若干問題があると思う。
・平田高校生にも人生ゲームに協力してもらってたいへん助
かっている。生徒も楽しそうにやっているのがいい。先生方も
そのときに町歩きする姿がたくさんあってうれしかった。
・商工会議所との連携は珍しい事例ではないだろうか。私も、
昔商工会議所に関わった立場であり、互いに積極的にやって
いただきたいと思う。

・公開授業期間を設定されるのは良いことである。それにもま
して普段の清掃の時間等での様子に高校生らしい本当の姿を
垣間見るような気がしている。本日、授業参観を行ってテニス
ボールが音消しに使われている状況や、ＩＣＴ機器の利用風景
を見ることができて参考になった。授業の様子を見たが生徒は
大変落ち着いた状況で授業に取り組んでいるようすで安心し
た。
・大学入試制度が間もなく変わると聞いている。ポートフォリオ
などへの対策が進められつつある様子が伝えられた。とにかく
大学が変わらないと高校教育も変わらない。今後もよろしく対
応をお願いしたい。
・新大学入試でのとくに英語検定などの扱いを的確に把握して
利用したり、教育課程を時節に合ったものにして万全の準備を
していただきたい。

人権・同和教育については、従来から様々な工夫を行った取り組み
が実践されている。3年間を見通して、集団での仲間づくり、望まし
い人間関係の構築、同和問題や人権問題、就職・結婚に関係する
諸問題など多角的な観点から主体的に考えさせる取り組みを工夫
実施していると判断する。

必要な支援に対して担任や教科担当、学年会などで情報交換をす
る機会をもち、状況把握と共通理解を図り、その支援の在り方につ
いて検討することができた。その過程で支援の新しいアイデアが生
まれたり、生徒理解が深まるなど、効果的な協力体制ができている
と判断する。

　今年度はとくに総合的な学習の時間を活用して地域とともに工夫
し考え実行する活動を展開した。地元の商工会議所、企業、商店街
などへ出かけて現場で地域理解を深める活動に取り組み生徒も教
員も達成感をもつことができたと判断する。部活動単位での地域活
動への参加が活発に行われ進んでごみを拾う、困っている人へ手
を差し伸べるなど自発的に行動できる生徒が育っている。
　また、生徒会が中心となり挨拶を励行する活動に取り組んだ。服
装・頭髪指導も行ったが、概して生徒の状況は良好だったと判断し
ている。清掃活動にも熱心に取り組んでいる様子が年間を通して見
られた。

A

　ＰＴＡ総会にあわせた公開授業、進路指導部による説明会は参加
者も多く、好評だった。研修として今年度はＰＴＡ委員と相談し関心
の高い奨学金関係の講演会とした。予想を上回る参加を得ること
ができ、内容も今どきの高校生を持つ親のニーズに合うもので参加
者には好評であった。来年度も保護者の関心の高いテーマを取り
上げて研修会を開催したいと考える。

４段階評価　４…強くそう思う・よく当てはまる　　３…そう思う・ある程度当てはまる　　２…あまりそう思わない・あまり当てはまらない　　１…全くそう思わない・まったく当てはまらない

(1) 基礎学力の定着
(2) 家庭学習の習慣化
(3) 読書意欲の喚起と図書館の
活用

(1) 自らの健康管理意識の向上と
基本的生活習慣の確立
(2) 諸活動に対して主体的に取り
組む姿勢の醸成
(3) 様々な場面に応じたふるまい
向上と社会的マナーの向上

(1) 互いの人権を尊重し、望まし
い人間関係づくりの育成
(2) 適切な情報活用能力と危機
管理意識の向上
(3) 人権教育や特別支援教育の推進

「大夢」を日常的に活用させる。自身の学習記録と成績の推移を検証させ自
己管理・学習到達度の確認を行わせる。

A

A

A

B


